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	█要約

ルネサス製品を中心とする半導体・電子部品商社。 
自社製品の半導体ひずみセンサー「STREAL」に注力

グローセル <9995> は半導体を中心とした技術系電子部品商社で、旧 ( 株 ) ルネサスイーストンから 2019 年 7

月 1 日付で商号変更した。ルネサスエレクトロニクス <6723>（以下、ルネサス）の有力特約店という立場にあ

り、取扱商品はルネサス製半導体が中心となっているが、国内外において新規商材の発掘にも余念がない。注目

すべきは、2018 年 4 月から販売開始した半導体ひずみセンサー（製品名「STREAL（ストリアル）」）のビジネス。

高性能な製品の自社開発・展開に多くの企業から注目が集まっている。利益率が高いことに加え、工業用途だけ

でなく社会インフラや文化的な目的（伝統的技能の継承等）にも使える可能性が広がっており、今後の同社の業

績を様変わりさせる可能性が高まっている。

1. 2024 年 3 月期第 2 四半期連結業績（実績）

2024 年 3 月期第 2 四半期の連結業績は、売上高が 35,706 百万円（前年同期比 6.4% 増）、営業利益が 626 百

万円（同 38.5% 減）、経常利益が 885 百万円（同 25.0% 減）、親会社株主に帰属する四半期純利益が 793 百万

円（同 14.4% 減）となった。売上高は、主力の自動車分野や OA 分野は堅調に推移したが、注力している「STREAL」

を含めて産業用が大きく落ち込んだことから、全体では前年同期比 6.4% 増に留まった。売上総利益率は、高利

益率の「STREAL」が減収となったことなどから前年同期比で 1.4 ポイント低下した。その結果、売上総利益は

3,589 百万円（同 6.7% 減）となり、販管費は同 4.8% 増となったことから営業利益は大幅減となった。営業外

収益で為替差益が同 161 百万円増となったこと、特別利益として投資有価証券売却益 137 百万円を計上したこ

となどから、経常利益及び四半期純利益の減益幅は営業利益よりは小幅となった。注力商品である「STREAL」

が減収となったのは、客先での製品販売の低迷によるものである。

2. 2024 年 3 月期の連結業績予想

2024 年 3 月期については、売上高 70,000 百万円（前期比 2.5% 増）、営業利益 790 百万円（同 37.3% 減）、

経常利益 1,060 百万円（同 1.9% 減）、親会社株主に帰属する当期純利益 910 百万円（同 4.3% 増）と予想して

おり、売上高と営業利益は期初予想（売上高 71,000 百万円、営業利益 1,000 百万円）から下方修正されたが、

経常利益と当期純利益は為替差益、特別利益により期初予想からは上方修正された。分野別売上高では、自動車

分野と OA 分野は堅調に推移する見込みだが、その他の分野は減収を予想している。海外拠点売上高はアジアを

中心に前期比 4.5% 増の予想である。損益面では、粗利率は同 0.4 ポイント低下する見込みで、さらに販管費が

増加することから営業利益は大幅な減益が予想される。注目の「STREAL」は、引き続き主要顧客の販売が低迷

する見込みであることから、売上高 1,400 百万円（前期比 44.0% 減）を見込んでいる。
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要約

3. 中期経営計画を遂行中：2025 年 3 月期の目標値の目標値は見直し中だが、重点施策は引き続き推進中

同社は、中期経営計画「プロジェクト “S”」（2023 年 3 月期～ 2025 年 3 月期）を推進している。数値目標と

して 2025 年 3 月期に売上高 800 億円、営業利益 19.0 億円（営業利益率 2.4%）、ROE5.6% を目指していたが、

足元の状況が変わってきていることから、この数値目標は現在見直し中で、近い将来新しい目標が発表されるよ

うだ。ただし、各種の定性的な重点施策については特に変更はなく、計画どおり推進中である。

Key Points

・自動車分野及び産業分野を主力とする半導体・電子部品商社。ADAS関連にも展開
・2024 年 3月期は注力製品「STREAL」の低迷で 37.3%の営業減益予想
・中期経営計画（2025 年 3月期最終年度）の数値目標は見直し中だが、重点施策は推進中
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	█会社概要

ルネサス系の大手半導体商社

同社は、1954 年に電子部品販売を目的に福島電気工業 ( 株 ) として設立された。その翌年には日立製作所

<6501> と特約店契約を締結し、1959 年には半導体の販売を開始した。その後、日立系の半導体商社として事

業を拡大し、1984 年に商号を ( 株 ) イーストンエレクトロニクスに変更した。さらに 2000 年代に入ってからは、

大手半導体メーカー（日立製作所、三菱電機 <6503>、NEC<6701>）での半導体事業の整理・再編が進んだこ

とに合わせて、同社も 2009 年には主に ( 株 ) ルネサスデバイス販売を合併し、商号を株式会社ルネサスイース

トンに変更した。その後、2019 年 7 月に商号を現在の株式会社グローセルに変更した。現在では、取扱商品の

約 60% がルネサス製品であり、一方でルネサスの側から見ても、同社は有力特約店として重要な存在となって

いる。

株式については、1995 年に店頭市場に上場し、2014 年 2 月に東京証券取引所市場第 2 部、同年 9 月には東京

証券取引所市場第 1 部に市場変更されたが、2022 年 4 月からは同取引所「プライム市場」に移行した。なお

2023 年 9 月末現在で、プライム市場の上場維持基準をクリアしている。

沿革表

年月 沿革

1954年12月 電子部品販売を目的に福島電気工業 ( 株 ) を東京都千代田区に設立

1955年  7月 日立製作所 <6501> と特約店契約を締結

1959年  6月 半導体の販売を開始

1973年11月 日立電線 ( 株 )（現 日立金属 ( 株 )）と特約店契約締結、電線販売を開始

1984年10月 商号を ( 株 ) イーストンエレクトロニクスに変更

1989年  5月 半導体設計・ソフト開発の下丸子デザインセンターを設置

1994年  9月 日本証券業協会に株式を店頭登録

2000年12月 Faraday Technology Corporation と販売代理店契約を締結

2001年  8月 Hong Kong Easton Ltd. を設立

2002年10月 大倉商工 ( 株 ) の電子営業部門を譲受け

2003年  4月 ルネサスエレクトロニクス販売 ( 株 ) と特約店契約締結

2009年  4月 ( 株 ) ルネサスデバイス販売と合併し、商号を ( 株 ) ルネサスイーストンに変更

2009年10月 ( 株 ) ルネサス テクノロジと販売代理店契約を締結
ルネサス テクノロジ製品に関し、8 社と特約店契約を締結

2010年  4月 大阪証券取引所（JASDAQ 市場）に株式を上場

2010年10月 ルネサスエレクトロニクス ( 株 ) と特約店契約を締結

2012年  1月 米現地法人 Renesas Easton America Inc. 現 Glosel America Inc. を設立

2014年  2月 東京証券取引所 2 部に上場

2014年  9月 東京証券取引所 1 部に指定替え

2019年  7月 社名を ( 株 ) グローセルに変更

2021年  5月 広州に上海現地法人の支社を設置

2022年  4月 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、市場第 1 部からプライム市場へ移行

2023年  2月 新株発行（3,100,000 株）し、資本金 56 億 447 万円となる｡

出所：会社ホームページよりフィスコ作成
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	█事業概要

自動車分野を中心とした半導体商社だが、 
自社開発製品にも注力し事業拡大・収益力向上を目指す

1. 主な事業内容

同社の主たる事業は、マイクロコンピューター（マイコン）や各種半導体等を半導体メーカーから仕入れ、販売

する電子部品商社としての機能であるが、先端技術情報に基づいた高度な技術サポートやソフトウェア・カスタ

ム LSI 開発などの付加価値を強みとし、長年にわたって顧客の製品開発の初期段階から共同で開発を進めるソ

リューション提案を行っている。

商社事業が中心であるため、決算短信上では正式なセグメント情報は開示されていないが、同社の説明資料によ

れば、主な製品別売上高（2023 年 3 月期）は、集積回路が 59.4%、半導体素子が 13.6%、表示デバイスが 3.2%、

その他（一般電子部品）が 23.8% である。主な仕入先（同）は、ルネサスが 58.3%、日立グループ関連が 4.6%、

その他自社開拓による新規取引先（CSB = Customer Satisfaction Business）が 33.5%、自社開発品の「STREAL」

が 3.6% となっている。

 

59.4%

13.6%

3.2%

23.8%

主主なな製製品品別別売売上上高高比比率率

（（22002233年年33月月期期））
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出所：会社資料よりフィスコ作成
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事業概要

全体での取引先数は 400 社超であるが、上位 30 社で売上高の約 90% を占める。分野別売上高（2023 年 3 月

期実績）は、自動車分野が 60.6%、産業分野（各種機械、ロボット、医療機器等）が 26.5%、民生分野が 6.5%、

OA 分野が 5.3%、通信分野が 0.8%、アミューズメント分野が 0.2% であった。主な取引先企業としては、日立

Astemo( 株 )（旧 日立オートモティブシステムズ ( 株 )）、新電元工業 <6844>、フォルシアクラリオン・エレ

クトロニクス ( 株 )、キヤノン <7751>、澤藤電機 <6901> などがある※。

※	これらは必ずしも売上高比率の高い順ではない。

2. 特色、強み

同社の主な業務形態は、既述のようにルネサスやその他半導体・電子デバイスメーカーから商品を仕入れ、主に

自動車部品関連企業や各種産業用機器メーカーに販売する「商社機能」であるが、同社の場合は単に商品を右か

ら左へ流す商社機能だけでなく、以下のような特色や強みを持っている。

(1) 高い提案力・開発力
同社は自社内に開発・技術サポート部門を有し、創業以来多くのエンジニアを育成してきたことから、提案力・

開発力に優れており、顧客の製品計画のかなり早い段階から共同で開発を進めることが可能である。近年、ル

ネサスのような大手デバイスメーカーは、個々の顧客からの詳細な要望やソリューションに応える機能を商社

に委ねる傾向が強くなっているが、すべての半導体商社がこれに対応できるわけではなく、この点で半導体商

社間に差が出てくる。同社の持つ高い技術力や豊富な経験は顧客の要望に十分応えられるレベルにあり、これ

は同社の強みである。

(2) 大手顧客との太いパイプ
主要な大手顧客、特に自動車電装品における Tier1 グループ企業（以下、Tier1）との長い付き合いも同社の

特色であり強みと言える。単に生産面での恩恵（生産増による同社売上増）を受けるだけでなく、ハイブリッ

ド車、EV、ADAS（先進運転支援システム）などの次世代自動車で高い技術を有する Tier1 とのビジネスに

おいて、同社の強みである技術力・開発力・提案力にも一段と磨きがかかる。要求が最も高く厳しいと言われ

る日本の自動車電装品の Tier1 と深い関係があること自体が、同社の財産とも言える。さらに同社の大手顧客

である旧 日立オートモティブシステムズ（日産自動車 <7201> 系の Tier1 メーカー）が、2021 年に本田技

研工業（ホンダ）<7267> 系の Tier1 メーカーである ( 株 ) ケーヒン、( 株 ) ショーワ、日信工業 ( 株 ) と統

合したことは、同社の事業にとってはさらなる追い風となる可能性が高い。

この技術力・開発力・提案力は、自動車分野だけでなく各種の産業用機器や FA 機器、生産システム、検査シ

ステムなどにも展開されており、自動車・産業機器両分野からの事業の拡大が可能だ。

(3) 「STREAL」事業の開始
加えて、2018 年 4 月に開始した「STREAL」事業が同社の特徴をさらに強固なものとしている。「STREAL」

は同社が日立製作所から製造・販売権を取得し、独自に開発した半導体ひずみセンサーの商品ブランドであり、

(1) 超小型、(2) 高精度、(3) 常時計測、という 3 つの特長を有している。
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事業概要

サイズは 2.5mm 角で、この中にセンサー素子、制御回路、アンプ回路、A/D コンバーターが集積されている。

現状、これと同様の精度を持つものは大型辞書や百科事典並みのサイズであり、既存製品との差は歴然である。

性能的には、例えば 1km のレールが 1mm 伸縮するひずみ量を計測できる超高精度を実現しており、物理変

化に応じたモジュール形状を使うことで、加重、圧力、トルク、張力、せん断力、低周波振動など幅広い物理

的変化の計測が可能となった。常時計測という特長は低消費電力という特性によって実現されている。常時計

測はセンサーに期待される役割を考えれば極めて重要な要素だが、現実的には電源供給がネックとなるケース

も多い。だが「STREAL」はその課題を克服している。この事業は同社がファブレスメーカーとして機能する

もので、このような「メーカー的事業」を行えるのも同社の特色であり強みと言える。

	█業績動向

2024 年 3 月期第 2 四半期は産業分野の低迷で 38.5% の営業減益

1. 2024 年 3 月期第 2 四半期の連結業績概要

(1) 損益状況
2024年3月期第2四半期の連結業績は、売上高が35,706百万円（前年同期比6.4%増）、営業利益626百万円（同

38.5% 減）、経常利益が 885 百万円（同 25.0% 減）、親会社株主に帰属する四半期純利益が 793 百万円（同

14.4% 減）であった。

売上高は、主力の自動車分野や OA 分野が堅調に推移したが、注力している「STREAL」を含めて産業用が大

きく落ち込んだことから、小幅増に留まった。売上総利益率は、高利益率の「STREAL」が減収となったこと

などから前年同期比で 1.4 ポイント低下し、10.1% となった。その結果、売上総利益は 3,589 百万円（同 6.7%

減）となった。一方で、販管費は人件費の増加などから同 4.8% 増となったが計画値よりは下回った。この結

果、営業利益は前年同期比で大幅減となったが営業外収益で為替差益が同 161 百万円増となったこと、特別

利益として投資有価証券売却益 137 百万円を計上したことなどから、経常利益及び四半期純利益の減益幅は

営業利益よりは小幅となった。注力商品である「STREAL」が大幅減収となったのは、客先（欧州の E-Bike メー

カー）で新型コロナウイルス感染症拡大の反動で販売が低迷したことに加えて、在庫が積み上がったことによ

るものである。

(2) 製品別状況
製品別売上高では、集積回路は産業分野が低迷したものの、自動車分野が堅調に推移したことから 22,769 百

万円（前年同期比 14.4% 増）となった。半導体素子は自動車分野を中心に堅調に推移したことから 5,809 百

万円（同 29.4% 増）、表示デバイスは OA 分野が堅調であったことなどから 1,106 百万円（同 3.6% 増）となっ

た。その他（一般電子部品）は、産業分野の需要減の影響により 6,019 百万円（同 25.6% 減）となった。
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業績動向

2024 年 3 月期第 2 四半期の連結業績

（単位：百万円）

23/3 期 2Q 24/3 期 2Q

実績 構成比 実績 構成比 増減額 増減率

売上高 33,554 100.0% 35,706 100.0% 2,151 6.4%

集積回路 19,906 59.3% 22,769 63.8% 2,863 14.4%

半導体素子 4,488 13.4% 5,809 16.3% 1,321 29.4%

表示デバイス 1,068 3.2% 1,106 3.1% 38 3.6%

その他 8,092 24.1% 6,019 16.9% -2,072 -25.6%

売上総利益 3,847 11.5% 3,589 10.1% -258 -6.7%

販管費 2,828 8.4% 2,963 8.3% 134 4.8%

営業利益 1,018 3.0% 626 1.8% -392 -38.5%

経常利益 1,179 3.5% 885 2.5% -294 -25.0%

親会社株主に帰属する
四半期純利益

926 2.8% 793 2.2% -133 -14.4%

出所：決算短信よりフィスコ作成

(3) 分野別状況
分野別売上高は、産業分野が 5,175 百万円（前年同期比 48.3% 減、売上高構成比率 14.5%）、自動車分野が

25,874 百万円（同 35.8% 増、同 72.5%）、民生分野が 2,154 百万円（同 9.3% 減、同 6.0%）、OA 分野が 2,209

百万円（同 20.4% 増、同 6.2%）、通信分野が 236 百万円（同 1.3% 増、同 0.7%）、アミューズメント分野が

60 百万円（同 11.1% 増、同 0.2%）であった。また海外拠点売上高（内数）は、12,568 百万円（同 20.3% 増）

となったが、為替レート（円安）の影響もあった。

産業分野では、E-Bike の欧州マーケットが低迷したことから期待していた「STREAL」の売上高が大幅減となっ

たことに加えて半導体製造装置やロボット向けなどの産業機器も低迷したことから、大幅な減収となった。自

動車分野では、顧客の生産台数増により売上高は大きく増加し、構成比も前年同期の 56.8% から 72.5% へ上

昇した。民生分野は、向け先のプリンター等の低迷で微減となった。OA 分野では、以前から取り組んでいた

某事務機器メーカーの複合機向けが引き続き堅調に推移したことから増収となった。通信、アミューズメント

分野はほぼ前年同期並みの売上高となったが、金額が少なく全体への影響は軽微であった。

2024 年 3 月期第 2 四半期の分野別売上高

（単位：百万円）

23/3 期 2Q 24/3 期 2Q

実績 構成比 実績 構成比 増減額 増減率

売上高 33,554 100.0% 35,706 100.0% 2,152 6.4%

産業 10,000 29.8% 5,175 14.5% -4,825 -48.3%

自動車 19,059 56.8% 25,874 72.5% 6,815 35.8%

民生 2,376 7.1% 2,154 6.0% -222 -9.3%

OA 1,834 5.5% 2,209 6.2% 375 20.4%

通信 233 0.7% 236 0.7% 3 1.3%

アミューズメント 54 0.2% 60 0.2% 6 11.1%

（うち海外拠点） 10,447 31.1% 12,568 35.2% 2,121 20.3%

注：24/3 期 2Q 実績は、23/3 期 2Q 実績に 2023 年度第 2 四半期決算説明会資料に記載された前年同期比増減額を加算したもの
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成
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業績動向

2. 財務状況

2024 年 3 月期第 2 四半期末の流動資産は前期末比で 2,982 百万円増の 36,785 百万円となった。主な要因は、

現金及び預金が 108 百万円減少、売掛金（電子記録債権含む）が 1,552 百万円増加、商品及び製品が 1,629 百

万円増加による。固定資産は同 63 百万円減の 3,918 百万円となったが、有形固定資産が 64 百万円増加、無形

固定資産が 24 百万円増加、主に投資有価証券の売却による投資その他の資産が 151 百万円減少による。この結

果、2024 年 3 月期第 2 四半期末の資産合計は同 2,919 百万円増の 40,704 百万円となった。

一方で、負債合計は前期末比 1,850 百万円増の 14,957 百万円となったが、主に流動負債のうち、買掛金が 1,361

百万円増加、短期借入金が 843 百万円増加、固定負債のうち、長期借入金が 277 百万円減少したことなどによ

るものだ。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金が 439 百万円増加、為替換

算調整勘定が 488 百万円増加などにより同 1,068 百万円増の 25,746 百万円となった。この結果、2024 年 3

月期第 2 四半期末の自己資本比率は 63.3%（前期末は 65.3%）となった。

連結貸借対照表

（単位：百万円）

23/3 期 24/3 期 2Q 増減額

現金及び預金 4,840 4,732 -108

売掛金（電子記録債権含む） 14,191 15,743 1,552

商品及び製品 14,217 15,847 1,629

流動資産計 33,803 36,785 2,982

有形固定資産 888 952 64

無形固定資産 185 209 24

投資その他の資産 2,907 2,756 -151

固定資産計 3,981 3,918 -63

資産合計 37,784 40,704 2,919

買掛金 5,827 7,189 1,361

短期借入金 
（1年内返済予定の長期借入金含む）

4,647 5,614 967

流動負債計 12,043 13,984 1,941

長期借入金 335 58 -277

固定負債計 1,063 973 -90

負債合計 13,107 14,957 1,850

利益剰余金 13,066 13,505 439

純資産合計 24,677 25,746 1,068

出所：決算短信よりフィスコ作成
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業績動向

3. キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは 1,059 百万円の支出となったが、主な収入は税金等調整前四半期純利益

の計上 1,022 百万円、減価償却費 70 百万円、仕入債務の増加 1,218 百万円などで、主な支出は、売上債権の

増加 1,040 百万円、棚卸資産の増加 1,322 百万円などであった。投資活動によるキャッシュ・フローは 314 百

万円の収入となり、フリーキャッシュ・フローは 745 百万円のマイナスとなった。財務活動によるキャッシュ・

フローは 92 百万円の収入であったが、主な収入は、長短借入金の増加 450 百万円などで、主な支出は配当金の

支払額 353 百万円であった。この結果、2024 年 3 月期第 2 四半期の現金及び現金同等物は 108 百万円減少し、

期末残高は 4,732 百万円となった。

キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

23/3 期 2Q 24/3 期 2Q

営業活動によるキャッシュ・フロー -37 -1,059

税金等調整前四半期純利益 1,178 1,022

減価償却費 64 70

売上債権の増減額（-増加） 1,399 -1,040

棚卸資産の増減額（-は増加） -418 -1,322

仕入債務の増減額（-は減少） -1,433 1,218

投資活動によるキャッシュ・フロー -74 314

投資有価証券の売却による収入 0 361

財務活動によるキャッシュ・フロー 575 92

長短借入金の増加（ネット） 877 450

配当金の支払額 -312 -353

現金及び現金同等物の増減額 1,047 -108

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,672 4,732

出所：四半期報告書よりフィスコ作成

	█今後の見通し

2024 年 3 月期は 37.3% の営業減益を予想。 
自動車分野は堅調ながら「STREAL」を含めて産業分野が低迷と予想

1. 2024 年 3 月期の業績見通し

2024 年 3 月期の連結業績見通しは、売上高が 70,000 百万円（前期比 2.5% 増）、営業利益が 790 百万円（同

37.3% 減）、経常利益が 1,060 百万円（同 1.9% 減）、親会社株主に帰属する当期純利益が 910 百万円（同 4.3%

増）である。上半期の結果を受けて、売上高と営業利益は期初予想（各々 71,000 百万円、1,000 百万円）から

下方修正されたが、経常利益と当期純利益については、為替差益や特別利益が見込まれることから期初予想（各々

950 百万円、700 百万円）から上方修正された。
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今後の見通し

2024 年 3 月期の業績予想

（単位：百万円）

23/3 期 24/3 期

実績 構成比 予想 構成比 増減額 増減率

売上高 68,295 100.0% 70,000 100.0% 1,705 2.5%

産業 18,132 26.5% 9,988 14.3% -8,144 -44.9%

自動車 41,390 60.6% 51,475 73.5% 10,085 24.4%

民生 4,470 6.5% 3,933 5.6% -537 -12.0%

OA 3,594 5.3% 4,037 5.8% 443 12.3%

通信 559 0.8% 502 0.7% -57 -10.2%

アミューズメント 151 0.2% 66 0.1% -85 -56.3%

（うち海外拠点） 22,991 33.7% 24,018 34.3% 1,027 4.5%

売上総利益 7,045 10.3% 6,958 9.9% -87 -1.2%

販管費 5,785 8.5% 6,168 8.8% 383 6.6%

営業利益 1,260 1.8% 790 1.1% -470 -37.3%

経常利益 1,080 1.6% 1,060 1.5% -20 -1.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益

872 1.3% 910 1.3% 38 4.3%

注：24/3 期予想は、23/3 期実績に 2023 年度第 2 四半期決算説明会資料に記載された前年度比増減額を加算したもの
出所：決算説明会資料よりフィスコ作成

分野別売上高は、産業分野が 9,988 百万円（前期比 44.9% 減）、自動車分野が 51,475 百万円（同 24.4% 増）、

民生分野が 3,933 百万円（同 12.0% 減）、OA 分野が 4,037 百万円（同 12.3% 増）、通信分野が 502 百万円（同

10.2% 減）、アミューズメント分野が 66 百万円（同 56.3% 減）を見込んでいる。

引き続き自動車分野と OA 分野は堅調に推移する見込みだが、民生分野は上半期と同様の傾向から微減の予想だ。

産業分野では、客先の在庫調整が続くと見られることから「STREAL」は引き続き低迷が見込まれ、産業機器向

けも回復は来期以降と予想されることから、売上高は 9,988 百万円（前期比 44.9% 減）を見込む。通信、アミュー

ズメントも減収予想だが、少額のため全体への影響は軽微である。

2. 2024 年 3 月期下半期重点方針

経営計画である売上高 700 億円、営業利益 7.9 億円を必達するために、以下の重点施策を実行する計画だ。

(1) 徹底した D-in（デザイン・イン※ 1）活動推進
・ルネサス：698 億円（前期 581 億円）

・H&CSB ※ 2：524 億円（同 495 億円）

・STREAL：42 億円（同 60 億円）

※ 1	 デザイン・イン：売上高ではなく顧客製品への採用が内定した金額。
※ 2	 Hitachi & Customer Satisfaction Business（日立、その他製品）の略。
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今後の見通し

(2) ルネサス商流の集約
・�特約店商流の直商流化：一部の商材が、今までの特約店経由から直接販売となり、これに関連して静岡

営業所を開設した。

・旧ケーヒン向け商流が 2023 年 10 月から同社経由となったことから、この移管をスムーズに進める。

(3) 財務体質の強化
一般在庫の管理適正化、メーカー保守在庫の販売を進める。

(4) サステナビリティ経営・DX の推進

(5) 顧客・仕入先との一層の関係強化
アフターコロナの社会情勢下において、顧客・仕入先と多層的な関係を構築する。

	█中期経営計画「プロジェクト “S”」

2025 年 3 月期の目標値は見直し中だが、 
重点施策は計画どおり推進中

1. 中期経営計画の概要

同社では、中期経営計画として「プロジェクト “S”」（2023 年 3 月期～ 2025 年 3 月期）を推進している。この “S”

のネーミングは、「Semiconductor と Sensor の販売拡大を通じて、Survival 競合に勝ち抜き、Sustainable な

社会実現へ貢献する Superior な会社になる」ことを目標としていることに由来する。

(1) 基本方針
基本方針として、以下の 3 つを掲げている。

・業容拡大による収益力向上

・サステナビリティを重視した経営の実践

・D-in（デザイン・イン）活動の徹底推進

(2) 数値目標は見直し
この「プロジェクト “S”」の数値目標として、当初は 2025 年 3 月期に売上高 800 億円、営業利益率 2.4%、

営業利益 19.0 億円、ROE5.6% を掲げていた。しかし前述のとおり「STREAL」の需要動向を中心に足元の

業績見通しが大きく変わったことから、この目標を一旦見直し、現在新しい目標値を策定中である。その一方

で、当初掲げた重点施策に変更はなく、現在でもこれらを粛々と推進している。以下はそれぞれの概要と進捗

である。

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

2. 売上・事業の拡大（ルネサス）

2024年3月期の売上目標は456億円（前期実績398億円）、D-inの目標金額は698億円（同581億円）としている。

活動のポイントとしては主に以下の 4 つの施策を実行し、特に「Winning Combination/Cross Sell 案件」に

注力していく。

・宇都宮営業部及び静岡営業所の設置による営業力強化及び地域密着営業推進

・Winning Combination/Cross Sell を含む xEV 関連を中心とした成⾧市場へのさらなる D-in 推進

・機動的な物量確保による機会損失回避・顧客要求対応

・2024 年 3 月末期限の保守在庫販売完遂（3.9 億円）

(1) 成長市場への D-in 推進
成⾧市場（xEV/BMS、2 輪 EV、EV ステーション、Battery）への D-in 推進

・ D-in（23 年実績）：29.1 億円

・BMS 向け RH850/U2A ＋ BMIC ＋通信 IC ＋ PMIC 	 LTV 27.4 億円　MP：2025/7 ～

・2 輪 EV_PDU 向け RH850/F1KM ＋フォトカプラ	 LTV 1.5 億円　MP：2025/6 ～

・EV ステーション向け RX62T、RX630 ＋フォトカプラ	 LTV 0.2 億円　MP：2023/8 ～

（LTV：Life Time Value ＝累計売上高、MP：Mass Production ＝量産時期）

(2) Winning Combination/Cross Sell 案件
これまでの拡販経験・ノウハウを活かし、SOC に必要な周辺アナログ技術を獲得し、デジタル技術と融合さ

せて同社ならではの案件を提案していく。

出所：決算説明会資料より掲載

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

(3) D-in への取り組み：脱炭素社会への貢献
温室効果ガス削減に向け、xEV 市場にむけた Winning Combination の実践

出所：決算説明会資料より掲載

3. 売上・事業の拡大（H&CSB）

2024 年 3 月期の売上目標は 230 億円（前期実績 260 億円）、D-in の目標金額は 524 億円（同 495 億円）とし

ている。

(1) 活動のポイント
・既存商材の売上拡大（ストレージ、ASIC、基板、液晶）

・新規商材開拓 / ラインカード（取扱いカード）の拡充

・顧客に対するサポート管理の充実による機会損失回避

(2) 既存商材の売上拡大
・ASIC（FARADAY）

売上目標：23 年度 32 億円、24 年度 40 億円、26 年度 80 億円

ターゲット：OA 機器メーカー（A 社プリンター向け）、産業用ロボットメーカー（B 社インバータ向け）

・ストレージ（Silicon Motion）

売上目標：23 年度 20 億円、24 年度 24 億円、26 年度 55 億円

ターゲット：自動車 Tier1 顧客（C 社モニター向け、D 社カーナビ向け、E 社 ADAS 向け）

・基板（Unimicron）

売上目標：23 年度 23 億円、24 年度 27 億円、26 年度 30 億円

ターゲット：民生・産業機器、自動車 Tier1 顧客（F 社 &G 社 DSC 向け基板、H 社テスタ向け基板）

・表示（TRULY）

売上目標：23 年度 15 億円、24 年度 25 億円、26 年度 30 億円

ターゲット：�自動車 Tier1 顧客、家電メーカー（I 社モニター向け、J 社複合機向け、K 社炊飯器向けモ

ノクロ液晶）

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

(3) 新規商材開拓 / ラインカードの拡充
SiC、GaN 等の次世代パワー半導体を中心にラインナップを拡充し機器の省エネに貢献する。

自動運転等で必要となる技術に強みを持つ商材の獲得でパワー商材とのソリューション提案を実現する。

これらの【パワー半導体＋新規商材】で 26 年度に売上高 100 億円を目指す。

・Innoscience との代理店契約締結：ターゲット顧客 60 社、車載 ･ 産業 ･ 民生での需要を狙う

・LOCOSYS との取引契約締結： 車載 ･ 建機 ･ 農機での需要を狙う

(4) 社会課題への取り組み：人々が暮らしやすい未来社会の実現に向けて
主要命題として、「省エネ化への対応」と「働き手減少への対応」を掲げている。

「省エネ化への対応」ではエネルギー効率の改善が不可欠となり、キーデバイスは次世代パワー半導体

（SiC・GaN・酸化ガリウム）。

社会課題への取り組み 01

出所：決算説明会資料より掲載

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

「働き手減少への対応」では自動化・自動運転化が不可欠となり、キーデバイスは無線通信・ストレージ・液晶・

アングルセンサ・ミリ波レーダなど。

社会課題への取り組み 02

出所：決算説明会資料より掲載

4. 売上・事業の拡大（STREAL）

2024 年 3 月期の売上目標は 14 億円（前期実績 25 億円）、D-in の目標金額は 42 億円（同 60 億円）としている。

売上目標、D-in の目標金額とも期初よりは下方修正されたが、主要因は E-Bike 欧州マーケットの大幅低迷、ロ

ボット市場低迷による協働ロボット向けモジュール量産遅延によるものである。

● 活動のポイント
・実証実験（POC）案件の継続フォローと早期立上げ

・民生分野 / 自動車分野への挑戦

・自転車市場への継続サポートによる売上最大化

・鉄道技術展出展によるブランド力浸透とインフラ分野の案件拡大

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

STREAL 採用事例

出所：決算説明会資料より掲載

STREAL サステナビリティへの貢献

出所：決算説明会資料より掲載

5. 知財戦略

・STREAL 事業開始以降、研究開発で得た技術の権利化を推進

・知財に関する社内規定を整備、特許創出の仕組みを確立

・2023 年 10 月、同社として初めて「STREAL 関連特許（特許第 7360542 号）」が成立

今後も従来の半導体商社の枠を超えて、研究開発及び獲得した技術の権利化を推進することで、【半導体技術商社】

×【STREAL メーカー】の地位を確立する。

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

サステナビリティにも積極的に取り組む

6. サステナビリティへの取り組み

(1) サステナビリティへの取り組み 1
持続可能な社会実現の貢献と企業価値向上を目指して、主に「環境活動の推進」と「ESG 開示情報の充実」

を推進する。

出所：決算説明会資料より掲載

(2) サステナビリティへの取り組み 2
主に「環境」「技術」「人材」「ガバナンス」の 4 つのワーキンググループ（WG）によって、サステナビリティ

に取り組む。

出所：決算説明会資料より掲載

(3) CSR 活動への取り組み
同社では、以前から下記のような CSR 活動に積極的に取り組んできたが、今後も様々な社会貢献活動を継続

する方針だ。これに沿って、2023 年 9 月に「サステナビリティレポート」を発行した。

https://www.glosel.co.jp/ir/
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中期経営計画「プロジェクト “S”」

（主な CSR 活動）
・社員による森林整備 植樹活動（2015 年～）

・日本障害者カヌー協会への支援（2019 年～）

・社会貢献（エネルギー管理）ビジネス「エコアシスト」取扱開始（2019 年～）

・千代田区サッカー協会支援（2015 年～）

・コンタクトレンズケース回収活動（2018 年～）

・福島県復興応援イベント「がんばっぺ福島 ! 応援の集い」協賛（2017 年～）

・経団連自然保護基金への支援（2017 年～）

・東日本大震災義援金付き「株主優待クオカード」の継続発行（2012 年～）

・災害被災地への支援活動 災害義援金寄贈（随時）

(4) 働きやすい職場への取り組み
同社では、働きやすい職場づくりにも積極的に取り組んでいる。「自由闊達・元気で明るく風通しの良い企業

風土を醸成する」ことを目指し、以下のような取り組みを実行している。

(a) SL 制度（グローセル版働き方改革）2017 年 4 月～
・残業時間・休暇取得 2024 年 3 月期第 2 四半期実績（時間外：12.4h/ 人月 年休：11.7 日 / 人期）

・2019 年 4 月の労働基準法改正を遵守

(b) 健康企業宣言・2019 年 7 月～
・経済産業省・日本健康会議認定「健康経営優良法人 2023」

・健康企業宣言に基づき「健康優良企業」銀の認定取得

(c) 「出生時育児休業（産後パパ育休）」制度導入（2022 年 10 月～）
・5 日間は有給（100% 支給）とし、休暇取得を義務化

・制度導入後、男性育休取得率は 100%

(5) DX への取り組み
同社では、ビジネス環境の激しい変化に対応し積極的に「DX」を推進している。「デジタルにトランスフォー

メーション」ではなく 「デジタルでトランスフォーメーション」を進め、デジタルデータ活用による、生産性

向上と業務効率化により、将来の持続的成⾧と収益最大化を目指す。

（ペーパーレス化の推進）
・2024 年 3 月期下期：本部・部⾧方針説明会より運営開始

・デジタルデータ活用に向けたデータ蓄積を進める

（生成 AI 活用の検討）
・業務効率化に向けた営業支援ツールとして導入検討

・�社内外に散らばる様々な資料を検索、多言語翻訳・要約し効率アップを図るとともに、生成 AI に関する

ノウハウ蓄積、生成 AI 開発動向の調査に着手

（文字起こしツール導入の検討）
・文字起こしツール導入による議事録作成業務時間を大幅削減

https://www.glosel.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2023 年 12 月20日（水）グローセル
9995 東証プライム市場 https://www.glosel.co.jp/ir/

19 19

	█株主還元

2024 年 3 月期は無配、株主優待制度も廃止

同社は株主還元を重要な経営課題と位置付け、配当による株主還元を基本方針としていたが、今回、2024 年 3

月期の期末配当を無配とすることを発表した。また合わせて、それまで実施していた株主優待制度も廃止するこ

とを発表している。

https://www.glosel.co.jp/ir/
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